
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放水型スプリンクラーは建物の吹抜け部等、高天井部に設置され、炎感知器等で火災を感知、又は手動操作に

より起動～放水し消火するシステムです。システムは下図の通り、電気系機器と機械系機器で構成され、それぞれ

更新時期の目安が設定されています。主要な機器類の更新時期の目安は下表の通りです。 

 
 

一般的に各機器の故障形態は①初期故障期間

～②偶発故障期間～③磨耗故障期間の3段階

に分けられます。 

初期故障期間での故障発生率減少から緩やかな

偶発故障期間を経て・・・ 

摩耗故障期間では、劣化の過程や磨耗の結果と

して耐用寿命期間の終末付近で故障発生率が

急激に上昇します。 

この時点に到る前に特定の機器を更新することに

より、適正な予防保全を図ることができます。 

消火設備は適正な維持管理が必要です 

“いざ”という時に適正に機能するために、主要機器・部品類の定期的なご

更新をおすすめします 

 

使用年数と故障発生の関係 

放水型スプリンクラー設備 

予防保全のおすすめ 

放水型スプリンクラーの更新時期について 

機　器　名 更新時期

④加圧送水装置 18～20年

⑩自動放水弁(一斉開放弁) 17～20年

⑫制御盤 13～15年

⑬現場操作盤 13～15年

⑥炎感知器 10年

上記は日本消火装置工業会及び日本火災報知機

工業会発行の耐用年数資料を元に記載していま

す。両工業会発行の耐用年数資料内に記載のな

い機器類は類似の機器類の耐用年数を採用して

います。

年数はあくまで目安で、機器の設置状況(環境)

や御使用状況等により異なります。



 

 

 


